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た程だ。
しか し、こんな図書館であって も、不便な点はい くつかある。
一つ 目は、広 さや利用者の割 に正面のエ レベーターが狭い上に、一つ し
かないことだ。 「地下三階か ら、一階に上がる時にエ レベーターがなかな
か来ないので、階段を使 うととても疲れ る。」とい う声 をよく耳にす る。
私 も、足の不 自由な人や、体調 の優れない人への配慮 を考 えると、広 くす
るか、エ レベーターの数を増やす ことは必要だ と思 う。
そ して、入館ゲー トのカー ド挿入の際に混雑することも問題である。カー
ドを挿入 した後 もしば らく開かない事もある。 さらに機械 を増やすか、係
員に見せれ ばよい とい う通 路を設 けた ら、きっとスムーズになるだろ う。
最後 は、借 りたい本がなかなか見つか らないことだ。パ ソコンの検索を
した ときに資料番号に加えて、その本が何階のどの棚の、どの辺 りにある
のか詳 しく表示 された ら、 とて も便利 になるはずだ。
このよ うに、私たち利用者か ら見た図書館には、よい部分もあれば、悪
い部分もある。 しか し、きれいで近代的なイメージがイメージで終わ らな
いよ うに、実際の使い心地は どうなのか、利用者側が 自ら意見を持 ち、そ
れを反映で きる機会がほ しい と思 う。
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大学三年か ら本学中央図書館を利用 して、今年で七年 目になる。その間
に、校舎は リバテ ィタワーへ替 わ り、図書館 も新 しい建物へ と生まれ変わ
り、それ に伴い自分の研究環境 も、めまぐる しく変化 した。
新中央図書館については、施設 としては、他大の図書館 に引けを取 らな
い、立派な ものへ と生まれ変わる事ができたのではないだろうか。その一
つとしてイ ンターネ ットの利用による情報収集手段 を広 く学生に提供 して
いることが挙げられ る。また、明治大学は、いわゆる都市型大学であ りな
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が らも、その限られたスペースの中で、新 図書館内は、明 るく、ゆ とりが
あ り、落ち着きのある空間を作 り出す ことができているよ うに思 う。
研究環境 としては申し分ないよ うに思われ るが、蔵書に関 しては、特に
洋書について、やや不満な ところがある。個人の研究 している分野によっ
て多少の差はあるものと思われ るが、この点については、仲間 との会話に
おいて多々話題 に上るところである。図書館の職員の方々には、他 大学へ
の閲覧紹介状1の 作成依頼で、何年も大変お世話 になってお ります が、そ
の都度、わが大学の蔵書の不十分 さを痛感す る。極端に不足 しているとい
うわけではないが、百二十年の伝統 を誇るわが大学の図書館 としては、や
や劣っているよ うに見受け られ る。洋書については」新版 、旧.版を問わず
文献の購入依頼 をしても、なかなかすんな りとは対応できないのが現実の
よ うである。蔵書を充実 させ るにはわれわれ図書館 を利用する者 の積極的
な働 きかけも必要であるが、図書館 もそれ らの要望 に応 えられ ることを
望む。また、スペースがない とい うことで生田図書館に保存せ ざるを得な
かった文献、雑誌 については、常に見たい時に自由に見 ることができるよ
う、新図書館の開館を機 に本館の方へ移動させ るとともに、それに対応 し
てオープンスペースだけではなく、書庫の拡充をも考 えていただきたい。
今後、わが明治大学が研究機関 として第一線で活躍 し続けるためにも、
更なる図書館施設の充実に加え、蔵書の充実に力 を注いでいただ くよ う希
望する。
1必要とする資料が明治大学図書館に所蔵されていない時、学外の機関に所蔵が確認でき
た場合に図書館が発行する資料利用のための依頼状
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